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(2) 食事思い出し法（diet recall）、(3) 食物摂取頻度
法（food frequency method）、(4) 食 事 歴 法（diet 





















Questionnaire Based on Food Groups :FFQg） で
もう一つは簡易型自記式食事歴法質問票（Brief-




























者 41 名（男 23 名、女 18 名）を対象とした。調査
は 2017 年 4 月から 10 月に実施した。表 1 に対象者
の背景を示した。
２．食事調査方法
　FFQg 調査用紙はエクセル栄養君 Ver.8.0 アドイ
ンソフト・食物摂取頻度調査新 FFQg Ver.5.0 （建帛
社）を用いた。BDHQ 調査用紙は DHQ サポートセ
ンター製の調査票を用いた。

























１ ．対象者はクリニック通院中の糖尿病患者 41 名
でその背景を表 1 に示した。
２．FFQg と BDHQ による栄養素等摂取量の比較
　表２に各食事調査法を用いた栄養素等摂取量を
示した。FFQg と BDHQ とを比較すると、エネル
ギー、たんぱく質、脂質、炭水化物で有意な強い相








はビタミン K、ビタミン B1、ビタミン B ２、ビタ
ミン B6、葉酸 （r=0.661 〜 0.526、p ＜ 0.001）で、
有意な強い相関が認められた。レチノール当量
（r=0.485、 ｐ =0.001）、 ビ タ ミ ン D（r=0.388、 ｐ














相 関（r ＝ 0.587 〜 0.402、p ＜ 0.001 〜 p=0.007）
が 認 め ら れ た。 肉 類（r=0.357、p=0.022）、 果
実 類（r=0.292、p =0.064）、 魚 介 類（r=0.213、
p =0.181）、 砂 糖 類（r=0.100、p =0.533）、 油 脂 類
（r=0.243 p=0.125）には相関が認められなかった。
















（Food Frequency Questionnaire Based
 on Food Groups :FFQｇ）でもう一つは
簡易型自記式食事歴法質問票(Brief-type  














S 市内の S 内科クリニック通院中の外来
糖尿病患者 41 名（男 23 名、女 18 名）を対
象とした。調査は 2017 年 4 月から 10 月に




新 FFQｇ Ver.5.0 （建帛社）を用いた。



































者 41 名でその背景を表 1 に示した。 
表 1 対象者の背景 
  男(n=23） 女(n=18) 
年齢（歳） 72.3±3.8 72.0±4.7 
3 
 
BMI(Ă２/kg) 24.4±4.0 21.7±4.2 







































リン、亜鉛、銅で有意な強い相関が認められ た (r=0.684～0.537、p＜0.001) 。また、
表 2  FFQｇと BDHQ による栄養素等摂取量の平均と相関  
（n=41） 




る FFQg と BDHQ からの算出結果は、いずれも有
意な差は認められなかった。
　FFQg と BDHQ の食物繊維摂取量と食塩相当量
の比較を表 6 に示した。
　食物繊維摂取量はFFQgが1日あたり1.5ｇ多かっ
た（p ＝ 0.014）。また食塩相当量は BDHQ が１日あ











　今回の結果より FFQg と BDHQ によるエネル
ギー、たんぱく質、脂質、炭水化物の摂取量には強
い相関が認められ、どちらの結果も近似の数値が得





BMI(Ă２/kg) 24.4±4.0 21.7±4.2 







































リン、亜鉛、銅で有意な強い相関が認められ た (r=0.684～0.537、p＜0.001) 。また、
表 2  FFQｇと BDHQ による栄養素等摂取量の平均と相関  
（n=41） 
平均値±標準偏差   



















価不飽和脂肪の n-3 系脂肪酸は （r=0.378 、






























3．FFQｇと BDHQ による食品群別摂取量 の比較  
平均値±標準偏































重 1kg あたりおよび標準体重 1kg あたりの
頻度調査別栄養素等摂取量を算出すること
は意義があると思われた。表 4・5 に示した。 
 エネルギー、たんぱく質、脂質、炭水化物
における FFQｇと BDHQ からの算出結果
は、いずれも有意な差は認められなかった。 
 
表 5 頻度調査別栄養素等摂取量比較（標準体重/kg）  
栄養素等 FFQｇ BDHQ p 
エネルギー（kcal） 29.5±8.9 29.7±8.1 0.787 
たんぱく質（ｇ） 1.2±0.4 1.2±0.4 0.457 
脂質（ｇ） 0.9±0.4 0.9±0.3 0.410 
炭水化物（ｇ） 3.8±1.2 3.8±1.1 0.477 
平均値±標準偏差 
 
 FFQｇと BDHQ の食物繊維摂取量と食
塩相当量の比較を表 6 に示した。 
食物繊維摂取量は FFQｇが 1 日あたり 1.5
ｇ多かった（p＝0.014）。また食塩相当量は









表 4 頻度調査別栄養素等摂取量比較（実体重/kg） 
栄養素等 FFQｇ BDHQ p 
エネルギー（kcal） 29.3±8.3 28.7±7.7 0.556 
たんぱく質（ｇ） 1.2±0.4 1.2±0.4 0.516 
脂質（ｇ） 1.0±0.3 0.9±0.3 0.332 
炭水化物（ｇ） 3.9±1.1 3.7±1.1 0.285 
平均値±標準偏差 
表 6 頻度調査別栄養素等摂取量比較（１日あたり） 
栄養素等 FFQg BDHQ p 
食物繊維（ｇ） 13.2±4.2 11.7±4.5 0.014 































重 1kg あたりおよび標準体重 1kg あたりの
頻度調査別栄養素等摂取量を算出すること
は意義があると思われた。表 4・5 に示した。 
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重 1kg あたりおよび標準体重 1kg あたりの
頻度調査別栄養素等摂取量を算出すること
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 FFQｇと BDHQ の食物繊維摂取量と食
塩相当量の比較を表 6 に示した。 
食物繊維摂取量は FFQｇが 1 日あたり 1.5
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表 4 頻度調査別栄養素等摂取量比較（実体重/kg） 
栄養素等 FFQｇ BDHQ p 
エネルギー（kcal） 29.3±8.3 28.7±7.7 0.556 
たんぱく質（ｇ） 1.2±0.4 1.2±0.4 0.516 
脂質（ｇ） 1.0±0.3 0.9±0.3 0.332 
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表 6 頻度調査別栄養素等摂取量比較（１日あたり） 
栄養素等 FFQg BDHQ p 
食物繊維（ｇ） 13.2±4.2 11.7±4.5 0.014 
食塩相当量（ｇ） 7.9±2.5 9.7±3.4 ＜.001 
平均値±標準偏差 
表 3　 FFQ ｇと BDHQ による食品群別摂取量の平均と相関 
表 6 頻度調 等摂取量比較（１日あたり）表 4 頻度調査別栄養素等摂取量比較（実体重 /kg



















































ないとの報告がある 11）。実際 BDHQ の調査所要時































FFQg と BDHQ による食品群別摂取量の比較



























けて、体重 1kg あたりおよび標準体重 1kg あたり
の頻度調査別栄養素等摂取量を算出することは意義



































１ ） 佐 々 木 敏 http--www.nutrepi.m.u-tokyo.ac.jp-
dhq-manual-knw02.pdf
　2016/10/4 食事調査法の種類と特徴　

























































Examination of an Appropriate Food Intake Frequency Survey Method 
for Outpatients with Diabetes in Internal Medicine Clinic
SATOKO HIRAMATSU*，TAKAYO KAWAKAMI*，RIKAKO INOUE*，
YASUYUKI IRIE*
 *  Faculty of Health and Welfare Science ,Okayama Prefectural University,111Kuboki,Soja,Oka
yama719-1197,Japan
Abstract　In nutritional guidance for lifestyle-related diseases, it is essential to understand the amount of 
food intake. At an internal medicine clinic, we conducted a food intake frequency survey (FFQg and BDHQ) 
for diabetic patients. Energy, protein, lipid and carbohydrate intakes were all close. In the intake by food 
group, there were differences in fruits, seafood, sugar, fats and salt equivalents. To evaluate nutrition intake 
such as diabetes, it is necessary to grasp the average intake and the amount of nutrients that have an effect 
on blood glucose level. I think that either can be used for the evaluation of daily nutrient intake. However, 
each survey method has its characteristics, and some ingenuity is necessary for its use. In actual nutritional 
guidance, it is important to use an appropriate combination of a meal recording method, a 24-hour memory 
method, etc. according to the subject.
Keywords：Diabetes mellitus, Food Frequency Questionnaire Based on Food Groups（FFQ ｇ ）,Brief 
self-administered diet history questionnaire （BDHQ）、Nutritional guidance
